
25京都大学地域研究統合情報センターのデータベース

地域研では、地域研究情報資源の共有化に向け、地域研究情報資源（文献、映像・画像、地図など）の横断検索を可能にするシス
テムの開発とともに、地域研究の基礎資料のデータベース構築に取り組んでいる。

（Pemetaan Informasi Daerah Bencana）
災害発生時に現地語での一般報道を自動的に収集し、地図上で示すことで被害と救援の全体像を把握する。大規模自然災害は
国境を越えた影響を及ぼすことから、近隣地域をも視野に入れた情報の収集・整理が必要となる。

京都大学地域研究統合情報センターのデータベース
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Digitalisasi Naskah Undang-undang Cap Tiga (U2CT) di Thailand Kuno）
『三印法典』は、現ラタナコーシン（バンコク）王朝ラーマⅠ世（1782-1809）の勅命により、アユタヤ滅亡時に残された諸法典の写
本に基づき1805年に編纂された。14世紀中葉から19世紀初頭までの法令・布告集成で、20世紀初頭に近代法が整備される以前
のタイ社会を知る基礎史料。2005年に元テキストを厳密に校訂したタマサート大学本『三印法典』が公刊されたことを受け、総
辞用例索引の修正と更新を含めたテキストのデータベース化を進めている。
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Database Peta
旧ソ連邦が作成した10万～20万分の1地形図のうち、ロシアを含む中央・西アジア20か国、総数およそ3,000枚の地形図コレク
ション。カバーする国は、中央アジアから西アジアにかけて、ロシア、カザフスタン、クルグズ（キルギス）、タジキスタン、ウズ
ベキスタン、トルクメニスタン、アフガニスタン、イラン、トルコ、イラク、シリア、ヨルダン、レバノン、イスラエル、サウディア
ラビア、クウェート、カタル（バハレーン）、アラブ首長国連邦、オマーン、イエメン。各国の標定図がオンラインで閲覧できる。
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Database Pemilu dan Parpol
社会主義体制が解体し自由選挙が行われるようになった中東欧および旧ソ連諸国において、2008年までに行われた選挙なら
びに選挙に参加した主要な政党に関するデータを収集し、地域研の全国共同利用の研究会「ポスト社会主義諸国の選挙･政党
データベース」(2007年度～2008年度)での議論を通して作成。科学研究費補助金「EU加盟後の中東欧諸国の政策変容の比較分析」
ならびに「旧ソ連・東欧地域における体制転換の総合的比較研究」の成果でもある。
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Database Filem
世界各地で作成された劇場映画は、それぞれの地域の社会や文化、また政治や経済などを考察するうえで、大きな可能性をもつ
資料群である。地域研では、エジプト、インド（タミル語）、タイ、マレーシアを対象に収集中の劇場映画のデータベース化を進め
ている。平成19年度はタミル映画データベース、平成20年度はマレーシア映画データベースを構築した。これらは個別のデー
タベースであるが、『映画データベース』により横断検索することも可能。
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Majalah Berbahasa Melayu/Indonesia）
20世紀のマレー世界における主要なマレー語雑誌を収集し、デジタル化。これまでにシンガポールの『カラム』（Qalam）とイ
ンドネシアの『ワクトゥ』（Waktu）をデジタル化している。このほかに以下の雑誌を収集し、デジタル化を準備している。Jawi 
Peranakkan（1887-1890）／al-Munir（1911-1915）／al-Imam（1906/07-1908/11/25）／Pengasoh（1924-1952; 1954-1970）／
Hiburan（1946-1948:1950-1952）／Dian（1961-1972）／Mastika（1962）
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Pengumpulan Dokumen Turkistan (PDT)
「トルキスタン集成」は、ロシア帝国の中央アジア征服の結果タシュケント（現在のウズベキスタンの首都）にトルキスタン総督
府が設置された後、初代総督カウフマンK. P. fon-Kaufmanの命により、19世紀後半から20世紀初頭にかけて収集された、当時
の中央アジアに関する文献資料コレクションである。全594巻と4種の索引から成る。「トルキスタン集成」の既存の4種の索引
における書誌情報を統合し、「トルキスタン集成」に含まれる文献資料についてキーワード検索と現物の閲覧を可能にした。
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Database Materi Bergambar）
満洲国ポスターデータベースには、ポスター176点、伝単（宣伝ビラ）167点、合計343点が収蔵されている（2011年3月1日現在）。
戦前期東アジア絵はがきデータベースは、戦前に発行された絵はがき約2500点を収録しており、その対象地域は「日本内地」、
「朝鮮半島」、「台湾」、「樺太（>サハリン）」、「満洲・モンゴル」、「中国（華北）」、「中国（華中・華南）」、「極東シベリア」、「南洋（太平
洋西部）」を含んでいる。 


